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Themainobjectiveofthispaperistoanalyse
theloglCO-linguisticaspectofthereligionof
AdaminJava,wbicbisusuallycalledSaminism
andknownasanindigenouspeasantmovement
againsttheDutchcolonialgovemment.
Moststudiesofthismovementhavetendedto

neglectitssymbolic(includinglinguistic)peculi-
arity,owlngtOalackof丘rstJlandresearchon
thattopic.Thefieldresearchdonebytheauthor
intheSamincommunities,whichstillexistaround
thePatiregency,revealsthattheirapparently
bewilderingusageoflangua,ge,whichhasbeen
believedtobemerelyawaytoupsetoutsiders,

は じ め に

19世紀後半から20世紀前半のオランダ領東

インド史 (特にジャワ史)を播けば,史上初

の民族主義運動 と一般に認められているブデ

ィー ウ トモ (BudiUtomo)やイスラム同盟

*東京大学大学院社会学研究科文化人類学専門課
程 ;DepartmentofAnthropology,TheUniver-
sityofTokyo,7-3-1 Hongo,Bunkyo-ku,
Tokyo113,Japan

418

isindeedbasedonaconsistentphilosophical
world-view abouttherelationshipbetweenlan一
guageandthenatureofman,whichtheysym-
bolizebythephraseÀdam kuwiuca2'(Adam
isutterance).

Byusingarbitraryfblk･etymologyandspecial
terminology,theyconstructapeculiadyclosed
linguisticspherewhereeveryouterelementthat
doesnotfittheirbeliefisforciblyre-interpreted
andreconstructedsoastoharmonizewiththeir

Weltanschauung.Thustheybuilduptheirown
linguisticwoddaroundthenotionofcentrality
ofmaninthisuniverse.

(SarekatIslam) といった諸運動 の前段階

として,中部ジャワ農民による自主的な反乱

運動 としば しば定義される,サ ミン運動1) と

呼ばれる現象についての解説がみられる｡こ

のサ ミン運動 とい うのは,Blora県南部 の

1)研究者や一般のジャワ人も,オランダ人の命名
に従って,サミン主義者 (Saminist)あるいは
サミンの民 (wongSamin)と呼ぶが,彼ら自
身は自らをアダム教徒 (wongagamaAdam)
またはシタップの民 (wongsikep)と呼ぶ｡
以下の文では,これらをみな同義として扱う｡
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Randublatung郡 Plosorejo村 Kediren区

という村に1859年 ごろ生 まれた Surontiko

Saminと称する-農民によって始め られた

運動で,急速に拡大 して,各地で東インド政

庁に対する抵抗,と一般的に解釈されている

一連の行為,例えば納税 ･賦役義務の拒否,

役人に対する挑発的態度などを展開するよう

になった｡

この運動は,1907年,拡大を恐れた東イン

ド政庁による,主要 リーダーの逮捕,流刑に

もかかわらず,その勢力は Blora周辺の諸

県にまで及び,納税 ･労役義務の拒否や,そ

の独特な生活様式や行動によって,各地で村

落官吏や周辺社会と数々の トラブルを引き起

こしながら,現在にいたっている｡2)そして,

こうしたサミン運動の拡大 した地域では,覗

在でも時折彼 らの生活が新聞で報道されたり

している状態である｡

この運動については過去に多 くの歴史的研

究が行われてきたが,それらの多 くが東イン

ド政庁の行政資料に基づくもので,それによ

ってサミン運動拡大の経済的背景についての

多 くの議論がなされてきた｡そうした資料の

代表例は,Rembang州副駐在官の Jasper

によるサミン運動の経済的背景についての詳

細な報告であり,歴史家は主にこの種の報告

に依拠 しつつ,オランダの倫理政策の結果と

して,Blora県でのチーク林開発,労役義務

などの金納化,あるいは1906年 の村落 自治

体条例による村落の中核農民 (kerndorper,

Blora地域では gogolと呼ばれる)の地佳

への影響などが,サ ミン運動のこの地域での

拡大の原因であるとしている｡3'

2)サミン運動の歴史的展開その他の概略について
は,英語では Benda&Castles[1968],日本
語では白石 [1979]が最も包括的である｡
3)こうした経済的側面は The[1967;1968a;
1968b]が最も強調 しており,土屋 [1971:
240-244],白石 [1979:Chap.2】 らもその議
論を受け入れている｡一方 Kingは,貧困層

こうした経済的分析に比べ,サ ミン運動の

もつ意味論の分野になると研究内容が非常に

限定され,現在にいたるまで散漫な理解の仕

方 しかなされていないという印象を受ける｡

サミン運動についての数々の分類法,例えば

｢原始共産制｣[Tjipto1918],｢ヒンドゥー
期のジャワ思想との関係｣[Benda&Castles

1968],｢千年王国運動｣[Korver1976],｢上
座部仏教との類縁性｣[Mulder1983],｢イ

ンドネシア民族主義との系譜｣[土屋 1971]

などが示すように,サ ミン運動はその思想の

具体的分析に比べて,数々のレッテルが先行

した形になっており,人類学者 らによる直接

的なフィール ド調査の欠如とも相まって,そ

の思想的内容についてはいまだに多 くの謎を

含んでいるといえる｡事実,現在にいたるま

で存続するサミン社会についてのジャワ人一

般の印象は,その日常的な行動や慣習の,際

立った特異性であり,そうした特異性の根本

にあるものが何であるかについての分析は,

現在にいたるまで不足 しているといえる｡

こうした例の一つが,サミンの民の用いる

特殊な言語法である｡サミン運動が東インド

政庁の注目を引くようになって以来,サミン

の民が外部の者に向かって特殊な言葉づかい

をするということはかなり認識されていた｡

Jasperは SurontikoSamin以降の リーダ

ーについて,彼 らの言葉づかい,税の支払い

-の態度などを基準として四つに分 けてお

り,4)また民族主義者 Tjiptoは,サ ミンの

も参加していることを指摘し,gogolを中心と
した経済的説明を批判し,Blora県の中心的運
動と周辺地区のよりラディカルなそれを区別す
る必要,そしてより社会的な要因をみることを
強調している [King1973:46ト465]｡
4)この内訳は,最も強硬で,納税･労役拒否,敬
語を用いずサミン語で答えるEngkrek派,納
税･労役は拒否するものの,こうした言葉づか
いはしない Surokidin派,税はイスラムでい
うところの喜捨 (djekatpitrah)であり,労役
義務を手助け (sambattan)と称して協力する/

410



東南7577研尭 24巻4号

独特な会話法を部分的に記述 しつつ,彼 ら

が呪文を中心 と した神秘的な考えを もち

[Tjipto1918:33-38],誰に対 しても, くだ

けた普通のジャワ語 (ngoko) しか喋らず,

こうした言葉の領域での闘争を行なっている

のだと記 している｡さらに,サミン語とでも

いうべき彼らの特殊な語嚢,会話の断片が記

されているが,十分な分析を行なっていると

はいい難い状態である [ibid..･38145] ｡

こうしたサミンの言語学についての資料な

いし分析は,1955年 GadjahMada大学の

社会政治学部による Blora県周辺のサ ミン

集落実態調査の結果,急速に豊かになったと

いえる [Soehernowoetal.1955]. この報

告書は,サミン的な会話法や多くの呪文が記

載されている点で画期的であるが,一方それ

らのデータはほとんど分析がなされてお ら

ず,多くの呪文の意味や特殊な会話法の理由

などについては考察がなされていない｡

この調査の結果を使用 してサミンの思想に

ついて解釈的な試みを行なったのが,白石の

研究である [白石 1979]｡ここでは,サミン

の思想が人の債域と衣食の領域という二元論

的発想に基づくことが示され,そうした観点

からサミン的呪文の一部や,彼らの奇妙な会

話が彼らのロジックから理解可能であること

が示されている｡しかし,一方でサミン運動

を正義王運動5)に結びつけたため,サミンの

＼Wonokerto派,そして呪文を唱えて静かにし
ている SurontikoSaminの旧来の弟子たちで
ある [Jasper1918:6-7]｡特に,Engkrek派
は,あらゆるこじつけ,言葉遊び,反問,隠
語などを駆使して口答えをするとされている
lEoc.cit]O
5)サミンと正義王運動の関係については別稿に譲
るが,端的にはサミン運動内のこうした要因
は,あくまで周辺的現象であって,サミンの中
核的論理からは演揮されず,また筆者の謝査し
た地域でも,ごく少数のサミンの民がこうした
話を聞いているということ以外,正義王的問題
はほとんど影響をもっていない｡Kingらも指
摘するように,Blora県からサミン運動が拡大
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言語そのものについての分析は全体のごく一

部に止まり,彼 らの言語法全体の解明からは

はど遠い状態である｡

当論文はこうした観点から,サミン集落に

おける筆者自身のフィール ド調査 に基づい

て,現在にいたるまで等閑視されていたサミ

ンの言語体系を分析することを目的とする｡

そして,サミン運動に顕著な,特殊な言語法

が,実はサミン思想の最も重要な基盤の一部

をなすことが示される｡

Ⅰ 調 査 の 背 景

1.サミン運動の地理的分布

Jasperの報告によれば,1914年当時,サ

ミン運動 はその発祥地 Blora県を中心 と

して近隣の Madiun,Bojonegara,Ngawi,

Rembang,Pati,Kudusといった諸県に広

まっている (図および表 1参照)｡筆者が最

初に調査 したのは Kudus県地方であるが,

表 1でも明らかなように,ここはサミン運動

拡大の北限であり,特に南部の Undaan地

方にサミン集落があるとされていた｡6)こう

するにつれ,周辺的諸地域で部分的につけ加わ
った要因であろう[King1973:465]｡一般に
サミンの民に正義王 (ratuadil)に関して聞け
ば,決まって王とは自分の配偶者 (bojo)のこ
とであり,正義とはアダム教の原則である ｢妬
み,怨み,人-の干渉,もの-の固執をするな
.‥.‥｣(Ajasrei-drengkidahwen-open‥.)
という行動の方針(pertikelekelakuan)を貫徹
することとされる｡また,こうした正義王と臣
下の主従関係を示した ｢君臣帰一｣(Manung-
galingKawula-Gusti)という有名な標語も,
サミン的解釈に従えば,すでに配偶者と一体だ
(wisnunggalkarobojoku)という夫婦関係
の一体性を示すか,あるいは生命は子･孫と一
体だ (uripenunggalkaroanakputune)とい
うように生命の継続性を示す言葉とされるのが
普通である｡
6)Pati県でも南部の,Blora県にいたる Kapur
山脈のすぐ北側に属する地域に,散発的にこ
うした集落が存在し,Tambakrawa郡では
Karsiyah,別名 Kowijiyoというリーダーが/
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1.Randublatung
2.Kedungtuban
3.Menden
4.Cepu
5.Ngaringan
6.Sukolilo
7.Undaan
X.Plosorejo-Kediren(SurontikoSamin)
A.Xemantren-Tanduran(Surokidin)
B.Mendenrejo-Bapangan
C.Klopodhuwur(Engkrek)
D.B村-Bb区 (Turi)調査地
〔数字は郡名 (○),英文字は村一区名 (代表
的リーダ一名)(▲)〕

図 サミン運動関係図

して歴史的資料に記録されている地域は何 ら

かの形で目立つ騒動を引き起こしており,結

果としてこうした地域ではサミン運動は現在

＼納税拒否の先頭に立って,1917年に逮捕され
ている [白石 1979:107-108]Oまた Jasper
の報告以降では,1928年の Juwana郡の
Genengmulyo村で土地の等級づけ調査に関し
て,サミンの民が非暴力的抵抗を行なったとい
う記録があり,村長を含めて12人が逮捕されて
いる [同上論文:115-118]｡こうした諸地域の
記述については,白石 [同上論文:105-125]
参照｡

表1 1914年時のサミンの民統計

理 事 州 l 県 l世 帯 数

出典 Jasper[1918]統計

その痕跡を残 していない｡一方で,Kudus-

Pati地域で現在重要なサミン集落を形成 し

ているのは,こうした東インド政庁の弾圧を

ある程度免れた地域であ り,Pati県南部 の

Sukolilo郡 とその西の Kudus県 Undaan

郡の一部,Pati市北部の一部 な どで ある.

しかし,このことは,これらの地域と消え去

ったサ ミン集落との間の教義上,あるいは全

体的傾向上の差異を示 しているというわけで

はなく,む しろ村や郡 レベルでの彼 らへの対

応の仕方や,サミン集落がその地域での発展

の初期段階において,行政面で脅威になるほ

どの勢力をもっていたか否か,といった面で

の差による点が多い｡あとに述べるように,

これらの現存するサ ミン集落 は,アダム教

の教義面に関しては,全面 的に Blora県の

Surokidin(SurontikoSaminの娘婿で,初

代 リーダー逮捕,流刑後の最 も重要な リーダ

ーのひとり)に依拠 してお り,相互 の交流

(saba-sinaba) も盛んで,内容面で他の地

域との基本的差異は存在 しない｡なお,その

他の地域にも,ごく少数のアダム教徒が散在

しているが,すでに外部の影響を受けて,サ

ミンの民としてのアイデンティティーを失い
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つつある例もある｡7)

筆者の調査は,1984年の3月ごろから断続

的にサミンの民との接触を開始 し,同年 9月

以降 Pati県 Sukolilo郡を中心に集中的な調

査が行われた｡さらに,これと並行 して Blora

県周辺の重要なサミン集落-の訪問を行い,

また各地にいる,サミンの民と何らかの形で

関わり合いのあった人々,例えば村役人,敬

育文化庁役人や教師 (サミンの民の学校拒否

の問題に関連),友人や旧サミンらにも,し

ばしばインタビューを試みている｡ それゆえ

以後の記述はその多くの部分を Sukolilo郡

での調査に負うが,こうした記述は他地域の

サミン集落でも基本的に妥当すると主張でき

よう｡

2.B村のサミン運動史

筆者の最も集中的に調査 したのは Sukolilo

郡B村およびその周辺のサミン集落であり,

その Bb区にすむ,およそ90世帯のサミン主

義者たちである｡

この地域のサミン運動史は,1870年ごろ誕

生 したと推定される Jamari8) とその兄弟に

発すると思われる｡ 彼の父 Sukimanはア

ダム教の信奉者ではなく,Jamariの時代 に

Sukolilo郡のある村に Blora県か ら移住 し

てきた農民によって,はじめてそうした教え

の存在を知らされたらしい｡Jamariの ころ

にはサミン運動の中心地は前述 した Suroki-

dinのいる Blora県 Kemantren村 Tan-

duran区に移っており,Jamariはか4人は

この村に Surokidinをたずねて,アダム教

の奥義を授かった｡この時の彼の仲間と一緒

7)例えば,Kudus県 Jekulo郡のS村の場合,
かつてのサミン家系のかなりの部分が学校教育

を受け,サミンの民としてのアイデンティティ
ーを失っており,サミン語も解きなくなってい
る｡

8)以下,すでに歴史的に知られている人名を除
き,全て仮名を用いる｡

422

に,B村でサミン流の納税 ･労役義務拒否と

いった行動をとるようになるが,この当時の

村長は強硬派であり,Jamariらのこうした

行動に対 しては強圧的手段 に訴 え,Jamari

らの牛や家などが没収 (beslah)されてい

る｡ こうしたサミン集落と村役場の緊張関係

は,次の世代 (前村長の息子の Slametと,

Jamariの娘婿である Surosaiman)にいた

ってかなり改善 した｡熱心な国民党系の活動

家であった前者は,サミン運動のもつ理念に

関しある種の理解を示 し,9)一方,インドネ

シア独立というできごとがサミンの民の間に

も,｢これからはジャワ人同士 (jawapadha

jawa)の時代だから,仲良 くしなければなら

ない (kudurukun)｣という変化をもたらし

た｡そのことは具体的には,Jamari時代の

ような村落行政を完全に拒否する態度から,

村内協働 (gotongroyong)に協力したり,

税金を援助 (sokongan)ということでな ら

払うといった態度変容にあらわれており,こ

うした双方の軟化による平和共存状態のなか

でサミンの民の数はますます増加 し,妨害や

強制的転向の圧力もな く,現在 の リーダー

である Turiにいたっている｡Turiもまた

Surosaimanの娘婿であり,彼と同じD村出

身である｡Surosaimanは1980年に死亡 し,

また村長も前村長の息子にかわっている｡現

村長は,その父がもっていたサミンの民に対

するある種の共感を明らかに欠いているよう

で,サミン的論理を単なるナンセンスなもの

と見倣 しているが,税その他がまがりなりに

も支払われている以上,放任政策をとってい

る｡

9)村役人の説明によると,彼は農業以外を拒否
し,あくまで自らのもち分 (tekedhewe)杏
耕して独立的に生活するサミンの民に,スカル
ノのいうマルハエンの像との親近性を感じたと
いうことである｡
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lI サミンの言語 (1)- その実例と

一般の印象

いままで,サ ミンの民あるいはアダム教徒

と呼んできた人々については,筆者の訪問し

た諸地域でもある程度有名であり,かなりの

逸話が人々の間で語 り継がれている｡彼 らは

ジャワ語でサ ミンの民 (wongSamin)と呼

ばれ,奇矯な言動で人々を惑わすという印象

杏,一般的にもたれている. そのなかで,最

もしばしば話題に上るのが,その奇怪な言葉

づかいであろう｡筆者がサミンについての印

象について最 も初期に耳にしたのが,そのこ

とである｡ ある santri(イス ラムを学ぶ生

徒)によると,サミン的喋り方とは例えばこ

うである｡ある人がサ ミンの民に挨拶をして

"Tekandi?"(どちらから?)とたずねると

"Tekaburi!"(後ろから!,つまり後 ろか

ら前-進んできたという意味である)といっ

た答えを得る｡ こうした珍妙な応答は村役人

とサミンの民の問では,しばしば次のような

形をとる｡

① Jenengmusapa?

- お前の名は?

Jenengkulanang.

- 名は男｡

@ Umurmupira?

- 歳はいくつだ?

Sijikanggoselawase.

- 永遠に一つ.

⑨ Agamamuapa?

- 宗教は何だ?

Agamakugaman,gamanlanang.

- 俺の宗教(Agamaku)は武器 (gaman),

つまりペニス (gamanlanang)0

④ Sapimupira?

- 牛はいくつ (何頭)?

Siji.Sapi(Loro,lanangwedhok)･

- 一つ｡牛 (あるいは,二つ,雄と雌)｡

⑤ Saikikowekudumbayarpajegkaro

Pemerintah.

- いまお前は政府に税金 (pajeg)を払

わねばならないぞ｡

Akuwisduwepajegedhewe,kokkudu

takbayarne九ikupie?

- 俺はもう自分の税金 (pajeg)を もっ

ているのに払 うとは何だ?

⑥ Nekanapemilihanumum,kowekudu

melunyoblosgambareGolkar.

- もし総選挙があったら,お前はゴルカ

ル (政府与党)の絵を突き刺す (投票

するの意)必要がある｡

Akuwisduwecoblosankudhewe,ora

usahnyoblosliyane.

- 俺 は もう自分で突 き刺すべ きもの

(coblosan)はもってるから,ほかのは

突 く必要はない (といって自分の妻を

指差す)010)

こうした謎のような会話は,しばしば単に

人々を意図的に馬鹿にし,当惑させるためだ

けのものと考えられる傾向があり,それゆえ

サ ミンという言葉を動詞化 した nyaminと

いう単語が,こうした人を馬鹿にした喋り方

をするという意味で用いられたり,また子を

叱る親が ｢お前の口の聞 き方 はまるでサ ミ

ンのよ うだ !｣(Omonganmukayawong

10)簡単にこの会話の論理を説明すれば,①～⑧は
サミン語による語乗の置きかえ,④はsapiと
いう言葉は一つの言葉なので ｢一つ｣(Siji)あ
るいはどんな牛も雄雌いるので ｢二つ｣(loro)
ということ｡数を聞く時は,｢数は｣(etunge)
という単語を必ず加えなければならない｡⑤は
｢税｣(pajeg)という言葉が語呂合わせで｢一貫
した方針｣(里至thokansingje鹿 )という風に
再定義されているので,そうした pajegは人
には払えないということになる｡(釧ま突き刺す

(coblos)という言葉からアダム教徒がす ぐさ
ま性的な連想をし,それを女房と結びつけたの
で,人のは突く必要はないということになる｡
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samin!)といったりする場合もあるという｡

歴史的にもこうしたサミン独特の言語法に

ついての記載はあり,サミンの民の言語闘争

(woordenstrijd)に着目した Tjiptoは,午

は何頭いる,とサミンの民が聞かれて,2頭

(kalih),と答えているが,実際はより多く

の牛がおり,だけどあそこにはたくさんいる

ようにみえるが,と問いかえされ,ああ数

(cacah)のこと,それなら多いです,と答え

るといった例を挙げている [Tjipto 1918:

43-44].だが,こうしたサミンの民のイメー

ジは,しばしばそれとは正反対の印象によっ

て補強され (あるいは反論され)たりする傾

向があり,それは特に何らかの形でサミンの

民と直接的関係を結んだことのある人 (村役

人以外にも,教師とか個人的友人とか)の間

に強い｡すなわち,サミンの民 とは正直で

あり決して嘘はつかず,全 くの純朴な人 々

(wonglugutemenan)であるという印象

である｡ 彼らは真面目な篤農であり,農業以

外のことには目もくれず質素な生活を営んで

いるということから,上記の奇怪な語法を駆

使するサミンとは別の種類のサミンの民がい

るのでは,という解釈がしばしば行われる｡

それが,いわゆる素朴なサミン(Saminlugu)

と気に障るサミン(Saminsangkak)という分

類法であろう｡ こうした考え方は筆者が面接

した各地の村役人にしばしばみられる分類法

であるが,サミンの民自体はこうした分類を

否定しており,筆者もそうした2派の間に原

則的な差異を認めない｡むしろこうした考え

は,サミンの民の言語法のもつ原則に対する

無理解から生じた誤解であると主張できる｡

ⅠⅠⅠ サミンの言語(2)- その構造と

生成原則

1.サミン語桑の実例

ここでは,こうしたサミンの民についての
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蓑2 特徴的なサミン語嚢の例

ジ ャ ワ 語 座 義 Jifミン的語義

nabi

wali

agama
Adam

umur

rukun

ijoI

satinsandang

negara

etungan
anak

turun

mondo女an

預言者

聖人

宗教

アダム

歳

仲の良い

交換する

衣をかえる

国

数えるもの

子供

子孫

宿泊所

諸印象を前提としつつ,複雑なサミン思想の

中核の一つである彼らの言語形成について述

べることにしよう｡ 実際あらゆる外部の者を

悩ますのは,あの不思議な言語の構成法であ

り,筆者の場合もその例外ではなかった｡ま

ず単語レベルで,彼らは一般的なジャワ語の

用語に対して,自らの用語法を置きかえる｡

例えば jenengという言葉は ｢名｣という意

味であるが,これが ｢性別｣ という意味 と

され,｢名｣をあらわす単語 として新たに
pengaran(aranは同じく名,あるいは名づ

けるの意,pengaranはその名詞形)という

言葉を使用することになる｡ このような例は

はかにもいくつかあり,表 2のとおりであ

る｡

こうした固定的用語法以外にも,さらに別

の原則で形成される用語がある｡例えば,か

って筆者がサミンの居に,｢貴方はイスラム
を信じるか｣と問うた時に,｢私はイスラム

教徒でもあるし仏教徒でもある｡ なぜならイ

スラム (Islam)とは平安 (slamet)というこ

とであり,仏教 (Buddha)とは裸で挿入す

る (mlebuwuda)ということであるゆえ,

どちらもシクップの民にとっては大切だ｣と
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いう答えを得た｡また別の例では,前述 した

Turiに ｢貴方の先生にあたる人は誰か｣ と

問うたところが,｢私の先生 (guru)は私

の体にくっついています｡なぜな ら guru

の guとは gunem (喋る)であ り,ruは

pangrungu(聞くこと)ですから,私の先生

とは口と耳なのです｣というわけである｡さ

らに ｢貴方の牛 (sapi)はどこにいますか｣

という問いに,｢俺の sapiは家にいる｣と
いう答えがあったが, これなどは sapiの

piは pilihan(選択)という意味であり,そ

れゆえ女房ということを意味 していた｡

このようにして普通のジャワ人が日常的に

構成する言語空間の秩序は,何らかの原則に

よって引き裂かれ,新 しい,全 く別種の解釈

と秩序のなかに投げ込まれることになる｡こ

うした新 しい言語空間の秩序がどのように構

成されるか理解できない者にとって,サミン

の民が単に自らの防衛のためにこうした奇怪

な言語法を駆使すると信 じ込んだとしても不

思議はない｡実際,長期的に彼らとつき合っ

てその原則を理解 しない限り,彼らとのコミ

ュニケーションは非常に困難であるし,ll)ま

た彼らのいい回しのパターンを覚えることは

できても,なぜそうなのかまでは理解が進み

得まい｡事実,B村の場合でも,こうした珍

ll)サミンの民とはじめて会話する外部の者が感じ

る特徴の一つは,彼らの独特な無表情さであ
る｡ジャワの礼節の体系の一部として非常に重
要な外面的な洗練 (halus),常に微笑を浮か
べ,物腰柔らかといった理念とは逆に,サミン
の民の多くは,しばしばぶっきらぼう,愛想の
なさ,無頓着さを示す｡しかし,そうした態
度は,洗練の反対概念である粗雑,がさつき
(kasar)とも異なり,彼らは不親切でもなけれ
ば,怒りの感情を露骨に示すということも全

くといっていいはどない｡そうした感情 (特
に,怒りや嫉妬など他者への攻撃的感情)はア
ダム教の教えでは徹底的に排除されるのであ
り,また彼らの多くの無口さは,間違ったこと
をいわないようにするための予防線の役割を果
たす｡こうして彼らの理想である素朴さ,朴訴
さ (lugu)を実現しようとするのである｡

妙な言葉づかいのゆえ,アダム教徒は しば

しば村役場からの不信感あるいは噺笑に晒さ

れており,例えば税の徴収 に際 して,税金

(pajeg)は払わないが援助金 (sokongan)

なら払うといったいいかえなど,必要に迫ら

れて役人たちもサミン的語嚢は習得するもの

の,そうしたサミン語の原則を理解できない

彼らにとっては,それを反政府的と見倣すわ

けにもいかず (なぜなら援助金なら払うのだ

から),ゆえにこれらは単なるナンセ ンスに

過ぎないと断定されるのである｡

2.サミン語の基本構造

さて,こうした言語法にはみたところ明ら

かにいくつかの段階があり,その段階を規定

する諸原則が存在する｡ その段階を便宜上,

次の五つに分けてみよう. それは,(9中核語

秦,@隠境的重要用語,(多地域的了解語,㊨

個人解釈語,(9その他である｡

①まず第 1に,中核語桑と筆者が命名した

諸単語は,文字どおりアダム教の根本を示す

語嚢であると同時に,それをつかう者同士の

間で,そのアイデンティティーの認識となる

ものである｡ 例えば彼らが 自己紹介す る場

令,まず,Kulanikiwujudewong,jeneng

lanang,pengaraneAnu,mondokaneteng

Kudus- この私,姿は人,性 (jeneng)

は男,名 (pengaran)は某,栄 (mondokan)

は Kudus,という表現方法を用 いるが,こ

うした喋り方自体が自らをアダム教徒と認知

していることの証左となるのである｡ それゆ

え,彼らの問でこうした用語法については共

通の了解が成立 しており,その意味は明解で

あって解釈の余地はない｡筆者自身もこの中

核言語を理解することで,多くの初対面のサ

ミンの民が何の抵抗もなく受け入れてくれた

ことにも,この中核語嚢の重要性が明示され

ている｡ この段階の語桑形成の原則はあとで

述べるように,言葉をその本来的機能に還元

425



東南TS7ァ研究 24巻4号

するということである｡ 上述した諸用語はこ

の範噂に入り,これはどの地域でも同様に,

また一貫して用いられる｡

㊤ 2番目の隠職的重要用語とは,アダム教

の教義全体にとって重要な意味合いをもつ,

多義的な諸語嚢のことである｡これらはアダ

ム教の奥義が示されている多くの呪文12)のな

かにしばしば登場する語嚢であり,それらは

非常に重層的な意味をもっている｡例えばサ

ミンの呪文にしばしば登場する bumiとい

う言葉があるが,これは普通の ｢大地｣とい

う意味のはかに ｢セックス｣,｢妻｣という解
釈がなされ,jagadは ｢地球｣以外に ｢身

体｣,yai｢年長者｣および putu｢孫｣ とい

う単語になると,前者が ｢太陽｣,｢目｣,｢思
考｣,後者が ｢決定｣,｢口｣といった複雑な
解釈をもたらすことになる｡こうした諸単語

はサミンの重要な呪文に登場するので,中核

語嚢と同様に,アダム教徒全員に認知され重

要視されているが,公式化は多義的である｡

このレベルの諸単語を形成する原則は,しば

しばジャワ語でいう keratabasaと呼ばれ

る民間語源論的 (folketymological)解釈 に

よっている｡

(参第3の地域的了解語とは,ある一定地域

で特殊に了解された諸単語のことである｡ 例

えば前述した guru(先生)という言葉が｢口

と耳｣という本来の意義をもつというのは,

あくまでB村周辺で定式化されていることで

あって,他県ではこうした解釈以外の仕方が

あったり,こうしたサミン的変形をもたらさ

ずに普通に用いられていたりする｡ B村では

gunung(山)は ｢口｣のことであり,kali

(川)は ｢ペニス｣,kebo(水牛)は ｢女房｣

12)こうした諸呪文は,サミン思想のエッセンスと
でもいうべき要素を含んでおり,彼らも呪文の
形を通じて,その教えを学ぶ｡後述する例もそ
の一つであり,アダム教徒なら当然のどとく知
っている内容である｡
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のことであるとされている｡ こうした地域的

了解は,何らかの形でその地域のリーダーが

定式化したものを追従者たちがつかっている

のである｡

④上記の地域的了解語が形成されるのは,

この個人解釈語を通じてである｡一般にリー

ダーと称される人々との長時間にわたる対話

のなかで非常に印象深いのは,彼らがもろも

ろの単語に新しい意味を付与する,その仕

方である｡例えば,筆者がかつて Turiに,

貴方は弁も立つし,頭 も良い (pinter),と

いったところ,彼は,pinterとは俺には相

応しくない,なぜな ら pinterとは pipine

menter-menter(頬がふっくらとした)の意

味であり,自分のような老人は頬がこけてい

て pinterではない,といった反論に遇った

ことがある｡ また彼に,イスラムでよく用い

るアラビア語の bismillah(アッラーの名に

おいて)の意味がわかるか,と問うたところ

が,しばらく考えたあと,これはbisamilih

boiosingcocok(相応しい女房を選べ る)

ということが本義であり,それゆえアダム教

の教えにも相応しい,と述べている｡ さら

に,これは別の村での話であるが,ある3人

のサミンの民と雑談している際に,彼らのひ

とりに,貴方は Golkar(政府与党,職能集

固の意)という言葉を知っていますか,と問

うたところ,誠実なその老女がこの言葉を何

回も咳きながら考え,どうも答えがみつから

ないのをみてとると,もうひとりの人が叱る

ように,いいか,よく聞け,Golkarの gOl

とは nggolong(集まる,一緒になる)であ

り,karとは karep(意思,意欲)であるか

ら,これは karepeaworkarobojone(女房

と交わるつもり)という意味である,と解説

し,他のふたりはああなるほど,という顔で

納得していたのは印象的であった｡

(彰以上の説明からも明らかなように,第4

番目の段階である,この個人的解釈を通 じ
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て,新 しいサミン的言語秩序の発端が開かれ

ることになるわけで,サミンの思考の外にあ

る諸言語は彼らの言語秩序のなかに,なかば

暴力的に導かれることになるが,もちろん詳

細に観察すれば,こうした ｢外｣の言葉をア

ダム教徒が全て秩序化のなかへ導入する労を

とるわけではなく,彼らの意識的に非常に単

純化された生活に何らかの形で介入しようと

する新 しい現象に対 して,こうしたサミン的

新解釈を施すことが主である｡13) また,全て

の人がこうしたサミン的意味生成の場に立ち

合うわけでもなく,こうした解釈を目まぐる

しく行うことのできるのが,しばしばリーダ

ーと見倣される人々である｡ その点で,例え

ば Turiのような人は,どんな新語について

も,何がしかの形で即座に解釈 (しかもサミ

ンの教えに適合する形で)を行う能力にたけ

ており,これがある種のサミンの知的共同体

を ｢外｣の暴力から守る役割を果たしている

といっていいだろう｡

3.サミン語形成の原則

このようにして分析 したサミンの言語秩序

の諸段階は,一体どういう言語的編成原理に

よって構成されているのであろうか｡ここに

は明らかに二つの方法が混在 しているように

思われる｡

まず第 1に,全体的に優勢な原則としてジ

ャヮ流の民間語源論的解釈術 (folketymol-

ogy,ジャワ語で keratabasa)がある｡ こ

れはジャワ人一般が好んでつかう解釈の術の

一つであるが,ある特定の単語を音節単位で

窓意的に分割 し,分割されたそれぞれの音節

を意味をもつ別の単語に拡大 して,新 しい意

13)インドネシア語の新語,例えばpancasila(国
家 5原則)といった言葉にも,こうした解釈が
行われている｡また,特にTuri老はこうした
語呂合わせを即興で行うことが得意で,彼がよ
く耳にする言葉を,しばしばこのように解釈し
なおしている｡

味を付与するというやり方である｡ジャワで

ある程度定式化されている例を挙げれば,

bapak (父) とは babapa-apapepak (何

についても一杯,つまり経験豊かで何でも知

っているということを示す),tandur(植え

る)は nggonenaLakaromundur(退きな

がら調える,つまり田植えの時は後ろにあと

ずきりながら稲を植えていくの意),さらに

prawan(処女)は yenpe些些 kuduwayah

ann(出掛ける時は昼間でないといけない,

つまり夜では駄目という意)など枚挙に主皇が

ない｡ こうしたやり方をみて もわかるよう

に,bapakという単語ならまず ba十pakと

分割され,前者が 些b,後者が pe2重 と再

構成されたうえで,全体として原義と意味が

通 じるように補充していくわけである｡

一般にはこうした方法は,示されている言

葉の本来の意義を開示するものとして用いら

れるわけで,よく知られた例は,ジャワの影

絵芝居 (wayang)の登場人物のひとりであ

り,正法の白い血をもつとされるユディステ

ィロが所持する,Kalimosodoという名の護

符 (jimat)である｡普通 これ は kalimah

sabadat(イスラムの信仰告白) という本来

の意味をもつと解釈されるが,これなど典型

的な keratabasaである｡ また,日常的に

もこうした解釈は行われることがあり,例え

ば,ある自伝的小説によると,日本軍政時代

にさる著名なウラマが日本批判の演説をし,

そのなかで,日本人には警戒 しろ,なぜなら

Nipponとは nipu(編す)十WOng(人)で

あり,それゆえ信用できないのだ,と強調 し

たという [Zuhri1977:173]｡

この点でいうと,一見奇矯にみえるサミン

の言語構成もまた,こうした方法に負うとこ

ろが多いことがわかる｡ Bumi(大地)の意

味とは bu十miであり,bu-mlebu (入れ

る,挿入す る),mi-diemi-emi(気をつけ

る)と分解されて,ゆえに bumiの奥義は,
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蓑3 言 語 変 形 の 実 例

原 語 原 義t分 解 l 再 編 成 サ ミン的 語 義

gaman

pamokanSlngjeieg
lebonediemi.emi

slamet

mlebuwuda

gunem

peli

武器(性器)

一貫した方針

ゆっくり挿入する

平安

裸で挿入する

喋り

男根

｢挿入する時は気をつけて｣という,非常に

かけ離れた意味をもつようになる｡もちろん

民間語源論はその本来的性質上全 く悪意的な

はずであり,guru(先生)という言葉を普通

のジャワ的解釈に従って digu豊里landiti!聖

(信 じられ,真似される人)とするか,ある

いはTuri式に_星pnemlanpangrJingu(喋る

ことと聞くこと,つまり口と耳であり,ゆえ

に自分の体にすでに guruは備わっている)

と解釈するかは,本来は勝手のはずである｡

隠除的重要用語といった範囲で示 した言語

段階以下の諸段階が,基本的にこの民間語源

論的原則に従っているということはかなり明

確であるが,この際注意されなければならな

いのは,こうした言語秩序の転換方法は,サ

ミンの民においては慈意的に行われるという

のではなく,サミンのもつ基本的な世界観の

構成にそってなされるということである｡ こ

の点で強調すべきなのは,サミンの民がこの

世界を厳密に二つの領域に峻別 しているとい

うことで,これは人の領域 (wong)と衣食

の領域 (sandangpangan)と呼ばれる二つ

の世界である｡衣食の領域という言葉が意味

するのは,人間以外の領域は基本的に人間に

とっての衣食でしかないというサミンの興味

深い認識の方法であり,驚くべきことに,こ

のことのゆえに,アダム教徒の世界観のなか

では,伝統的なジャワの精霊崇拝の体系やア

ッラーといったものは,衣食-物として明確
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な姿をとっていなけれ

ば存在 しないと見徹さ

れ,実際はもちろん姿

などこうした超自然的

存在はもっていないわ

けであるから,ゆえに

これらは人間を示す記

号でしかないというの

がサ ミン的発想であ

る｡

しばしば彼らが一つの言葉を二重の意味合

いでみるのは,こうした観点からである｡例

えば,午 (sapi)という言葉一つにしても,

衣食の牛 (sapinesandangpangan)と人の

午 (sapinewong)という奇妙な対比がよく

行われ,｢貴方のいう牛とはどっちの牛のこ

とか｣などとしばしば問いかえされたりもし

たが,人の牛とは彼らが民間語源論を通 じて

人間の領域に解釈 しなおしたもので,妻の意

味だとされる｡ Sapiという,この一つの概

念は,この二元論的世界観のなかで,動物で

ある牛と,民間語源論的に解釈 しなおされた

｢妻｣,という二つの世界に股がって存在す

ることになるわけで,こうした言語操作はあ

らゆる単語のレベルで可能である｡ ここにあ

る考えは,人類学的社会にしばしば登場する

大宇宙 (macro-cosmos)と小宇宙 (micro･

cosmos)の相同性という発想であるが,サミ

ンの場合はこのことがそれぞれ jagadgedhe

と jagadcilikという言葉で示され,小宇宙

としての人間の領域は基本的に衣食-物とし

ての大宇宙の債域と同一の秩序を形成してい

る｡ こうしたことを示すためにも,常にある

種の定式化,即ち衣食-物 の領域 (macro-

cosmos)における山 (gunung)は人の領域

(micro-cosmos)における口 (gunem,喋る

こと),あるいは物-衣食の川 (kali)が人

のペニス (peli),といった対応関係が示 さ

れるのである｡
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さらに,こうした民間語源論的解釈の原則

がたいてい性的ニュアンスを帯びる傾向があ

るのは,いままでの例から明らかであるが,

これは上述 した二元論的世界観に基づいてい

る｡世界が人の領域と衣食-物の領域とに分

かれている以上,そのそれぞれの分野で人間

にとっての根本的原則が存在す るが,それ

がサ ミンの言葉にいう,tatanewongsikep

rabi,tatanggautagebyahmacul(人 の錠

は性の営み,仕事の錠は田畑の耕 し)という

意味深長な,しかもよく彼 らの口に上るいい

回しである｡ 人間の領域においての根本原則

は性の営みであり,これによって人は生産さ

れる｡ これが物の領域においては農耕作業で

あり,この二つの原則を一貫 して守ることが

彼 らアダム教徒の使命であるという考えであ

る｡ このことが多くの歴史家をしてサミン運

動が農本主義であるとか性的乱姫だといった

解釈を生んできたわけであるが,このように

人における性,衣食-物における農耕という

立場によってサミンの民間語源論 的解釈 は

規定され,ゆえにサミン運動史上有名なウル

トラ ･サ ミン主義者の Engkrekが,役人

に,お前,税金 (pajeg)を払えといわれて,

俺はペニス (paceg)なら家の女房に払 って

いる,と答えたり,政党の絵を突き刺せ (投

票), といわれて,すぐ自分の突き刺す もの

(coblosan)-妻がいる, といってみたりす

る,こうした性的ニュアンスの横溢 もまた,

上述 した世界の二元論的把握とそのなかでの

性,農耕という二大原則に基づ く言語転換な

のである｡

以上がアダム教徒によって用いられる言語

的転換法則の第 1番目とすれば,これとはや

や異なったあり方であり,しばしば中核語嚢

を形成する原則として,彼 らの世界観の直接

的な表示,とりわけ根源-の回帰ということ

が挙げられる｡上記の民間語源論的解釈がサ

ミンの言語秩序の第 2段階以下ではよく用い

られるとしても,第 1段階の中核言語はそれ

では説明しにくい感があるのは否めない｡な

ぜ dhuwit(金)という単語は etungan(数

えるもの)となり,oman(家)は mondokan

(宿泊所)といった奇妙な転換が行われるの

であろうか｡簡単にいえば,これらはその本

来の機能をより的確に表現 しているという単

語であり,それゆえより真実に近いというの

がサ ミンのいい分である｡ 普通は金のことは

dhuwitというのに,なぜ etunganなどと

いうか,という問いには,そもそもこうした

もの (金銭)は何のためにあるといえば,こ

のバナナは紙-札2枚分,この米は紙-4枚
分という具合に,物を数えるためにあるのだ

という答えを得る｡ 売買とはこうして紙に換

算 した結果に基づく交換であり,ゆえに紙幣

はただ単に dluwang (舵) と呼ばれ,売買

は ijol(交換する)と呼ばれるのであり,汰

して彼 らは買う (tuku)とか売 る (dol)と

はいわず,あくまで紙をつかって交換 したと

いういい回しになる｡

O mah(家)が mondokan(宿泊所) とな

るのも,家の本来の機能が泊まる (mondok)

ことにあることを思えば納得がいく｡ こうし

た機能の直接的表示に加え,彼 らの世界観を

明確に表示することによる言語変換の例とし

ては,死ぬ (mati)ということを ｢衣をかえ

る｣(salinsandang)といいかえる例が挙げ

られる｡これは,人間の生命は永遠であり,

死とは単に衣である肉体をかえることに過ぎ

ないというサ ミンの民の信念 に基づいてい

る｡ これと同様,年齢 (umur)は,とたずね

られて,永遠に一つ (Sijikanggoselawase),

と答えるのは, この umurという単語を生

令 (urip)と同一視 しているからで,生命は

一つで永遠であるということなのである｡14)

14)前述した guru(教師)という言葉が解体さ
れ,口と耳とされる理由の一つは,やや特殊

で,サミンの教えによれば,人間はみな絶対的/
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こうした例は彼らの明示的世界観からすぐ

に了解できる言語法なのであるが,より難解

な例がいくつかある｡例えば,なぜ jeneng

(名)というジャワ語が性別をあらわすこと

になるのだろうか｡まさにこのことは,人間

そのものについてのサミン的思考の意義を

知る一つの基盤となる問題である｡ ここで

jenengという言葉は人間にとって根源的な

弁別,という意味で,慈意的な命名作用であ

る aranと区別されて用いられている｡人の

通常の名はその生後決定されるものであり,

それは意図的に名づけられる (diarani)か

ら,人の名とはpengaranである｡しかし,人

間本来の ｢名｣とはそれ以前に決定され,人

がそれに従わなくてはならない何かであり,

それはサミンの思想によれば,男と女という

性の区別なのである｡ ここにも先はど示 した

性の営みの根源的な重要性という意味が次第

に明らかになってくると思われるが,このよ

うに物ごとの根源-とサミンなりに回帰して

いった末,立ちあらわれてくるのがこうした

性的存在としての人間という性格である｡ そ

の重要性は全 く奇矯な wali(聖人)-男,

nabi(預言者)-女という言葉のつかい方に

も示される｡イスラム的意味合いにおいて最

も尊い意義をもつこうした言葉が,男,女と

いう意味に還元され,ちょうどイスラムが彼

らに与えるような尊厳が,この世の人間を構

成する原理の一つである性の君臨に対して示

されるのである｡

ヽに平等であり,教師一生徒といった権威関係を
認めないことによる｡それゆえ一般的に彼らは
教える (mulang)といういい方を好まず,い
う (kandhani)といういい方を好む｡同様の
ことはGadjahMada大学の報告にもあり,そ
こではSumntikoSaminはguruと呼ばれる
のを好まず,｢わしは喋り,あんたも喋る｣
(akuguneman,ndikoguneman)といういい
方を好んでいたとされる [Soehernowoctall
1955:BagianA.1】｡
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IV サミンの音譜(3)- 存在と官幣

1.サミンの言語哲学

以上,われわれはサミンの民の錯綜した言

其の世界のなかに,ある種一貫した秩序形成

原則を見出してきたわけであるが,ここでさ

らにわれわれが問わなければならないのはサ

ミンの言語観である｡ なぜ上述したような方､

法を用いて,わざわざ言語秩序を変換し,杏

妙な体系を作ろうとするのであろうか｡

ここで,こうしたサミンの言語観を探るた

めに,彼らの多くの呪文 (unen-unen)の一

つで,人間と言葉の関係について語っている

例をとり上げてみよう｡

Dhekawang-awanguwung-uwung

Alam durungdumadi

Turunjagadthukulsangkabumi

Singbisangucapujudeakuiki

MulaneyenAdamdurungngucap

Oraanaapa-apa

Sebaboraanasingngarani15〉

かつて虚空の時

宇宙はいまだ生成せず

世界は大地より生まれた

喋ることができるのは,姿はこの私

ゆえに,もしアダムがいまだ喋らぬなら

何も存在しない

なぜなら名づける者がいないから

これは,内容については一部に多少の地域

的差異があるにせよ,一般にサミンの民の間

で広く認識され,その重要性が強調されてい

る教えの一つである.ここに載せた訳はあく

まで普通のジャワ語から訳したもので,サミ

15)この呪文は Soehernowoetal.[1955:Bagian
A.23]に記載がある｡ ただしB村では一部内
容が異なり,第3節からWongthukulsangka
bumi,turunannengJagad,jagaducap,ucape
Adamとなるが,その後は同じで内容的には大
差はない｡
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ン語的な解釈にまではいたっていない｡これ

を語義どおりみると,あたかも天地創造にお

ける始原的人間としてのアダムの誕生のよう

に感じられるかもしれないが,そうした解釈

はサミンの民がしばしば用いるイスラム的語

嚢の トリックに引っ掛かってしまうことにな

る｡ そもそも,ここに示されているいくつか

の言葉は,みな非常に重要なサミン語の語柔

にあたるものである｡こうしたサミン語の例

はまず,世界 (jagad)と大地 (bumi)であ

る｡ すでに示 したように,これ らは重要語

乗の範暗に入り,他の呪文で もよ く用い ら

れる｡それによると,前者は jiwaragane

manungsa(人間の心身),awak (体)を意

味 し,後者は前述 したとお り,ibu(母),

lebonediemi-emi(ゆっくりと挿入するこ

と)などを示す｡ そ して,虚空 (awang-

awanguwung･uwung)とはこうした jagad

が生まれる前の ananenembebapaklan

ibu(ちょうど父と母 しかいない状態)を示

している｡宇宙と訳した alam にはこれとい

ったサミン語的解釈はないとすれば,これは

人間が世界に誕生 してくる姿を示していると

解釈される｡ ここで興味深いことに,サミン

は宇宙はいまだ存在しないという｡ さて,こ

うして宇宙がいまだ存在 しないとすると,あ

るのは何か? (Nekalam durungdumadi,

singanayaapa?),という問いが当然なさ

れる,とアダム教徒はいう｡そして,彼 らに

よれば,その答えは人間 (wong)である｡

人間の誕生以前は宇宙は存在 しないが,母

(ibu-bumi)を通 じて われわ れの身体

(jagad-awak)は生まれ出てくる｡その帰

結は,この呪文の次の節が示すように,喋る

ことのできるのは,この姿をしたわれわれ人

間だけであり,その結果もしアダムが喋らぬ

なら,｢何も存在 しない｣,つまり世界を命名
する者がいないから,というわけである｡

2.根源的言語隆 一

この結論は,どの地域のアダム教徒にとっ

ても同様の重要性をもっており,それは彼ら

がこの間題について極めて雄弁になることか

らも示される.一貫しているのは,われわれ

の生きるこの世界は言語によって構成され,

人 (Adam)がその対象世界を命名する限 り

において ｢存在｣するといえるという,サミ

ンの民の信念である｡ 物とは言葉であり,机

を ｢机｣という言葉を用いずに机自身につい

て論ずることはできない｡16) この点では,わ

れわれの生きる世界は本質的に言語的なもの

である｡

この点で興味深いのは,先ほどの定式化で

ある ｢発話なくして存在なし｣という問題に

ついて,筆者が Turi老にいろいろと反論を

試みていた時のことである｡ もし ｢発話なく

して存在なし｣が正 しいとするならば,われ

われの目の前に存在する机は,もしわれわれ

が ｢机｣という単語を発音しなければ消滅し

てしまうとでもいうのか,と問うたところ,

Turi老は筆者およびわれわれの話を聞いて

いた他のサミンの民に対 して,少 しの間沈黙

するように命じたのである｡ こうして全員が

シーンとして,しばらく時間をへてから,彼

はおもむろに口を開くと,実際誰も口を開か

なければ ｢机｣というのはないだろう,これ

が証拠だ,というのである｡ では,心のなか

で ｢机｣という言葉を念 じていたらどうか,

という問いについては,あくまでそれが ｢発

話｣(ucap)されぬ限り ｢存在｣ しない,と

いうことになってくる｡ こうなってくると,

われわれのいるこの世界とは,サミン的思考

16)サミンの民に名づけられる前の物自体という発
想を受け入れさせるのは困難である｡また,あ
る人は,午 (sapi),鶴 (pitik),犬 (asu)と
いったものがどうしてそう呼ばれるかについて
の起源雷を語り,決して慈恵的ではないことを
強調したが,他のサミンの民はこうした説明は
知らなかった｡
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によれば,発話する存在としての人間が構成

するコミュニケーションの連鎖によって成立

しているのだということが明らかになってく

るが,それゆえ,もし人間が存在しなければ

世界も存在しない｡Gadamerをもじってい

えば,世界の根本はその言語性 (Spracblich-

keit)[Gadamer1960]であり,言語を発す

るのが人間だけである以上,世界とは人間で

ある｡Sumbarangdonyakuwiwongkabeh

(全てこの世は人間だけ)とサミンの民が好

んでいういい回しは,こうした彼らの徹底し

た人間中心主義を示している｡

このことは,先はど記した世界の二元的儀

域とは次のような関係にある｡ 即ち,人の領

域と衣食-物の領域とは便宜上二分されてい

るが,実は同じであり (大宇宙と小宇宙の一

致),それは人間が発する言語によって全て

の物が構成されているという彼らの信念にそ

の基礎づけをもっている｡世界の創造主は誰

か? (Singgawedonyaikisapa?),と問

えば,イスラム教徒ならアッラーと答える

だろうが,サミンの民な ら,それは人間で

ある,なぜな ら喋るのは人間だか ら (iku

wong,sebabsingngucapyawong),と当

然のどとく答えるのも,こうしたことに基づ

いている｡このように,結局全ての儀域が人

間に還元され,人間の発話によって世界が構

成されているというのを,極めて具体的な形

で示 しているのが,いままで論じてきたサミ

ンの言語形成原則である｡ つまり,諸事象の

言語的還元とは,大宇宙と小宇宙の相同性を

前提とし,全ての事象を人間的領域に還元す

る際に言語の独特な再編成を行うということ

である｡そして,こうした言語的再編成の根

拠となるのが,上記した世界の根源的言語性

という彼らの信念なのである｡

こうした人間の言語性への自覚をその教義

の中核とする以上,自らの世界を改変してい

くという努力は,端的には世界を構成する根
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本要因と彼らが考える言語をかえていくこと

がその中心課題としてとり上げられるのは当

然であろう｡上述 したように,こうした言語

秩序の改変の方式としては,民間語源論的

(keratabasa)および-部はその物の本来の

機能を示すと彼らが信じるところの言葉に還

元 していく方法があるわけであるが,結局こ

うした二つの手続きを通じて,彼らの意味世

界は非常に閉ざされた性質をもつ ことにな

る｡普通の言葉遊びが,原義とは全く意味の

異なる世界を現出していく可能性をもち,17)

同様に一般のジャワの民間語源論が,原語の

自由な解体 ･再構築を通じて,語の ｢本来の

意味｣なるものを独創的に開示 していくのに

対して,サミンの民のそれは,外在の言語秩

序を全て彼らのいう性と農耕の世界へと吸収

してしまい,それによって世界はその外部を

もたなくなるからである｡ イスラムの用語も

インドネシア語の新しい用語も,こうした還

元によってバラバラにされ,全ては従来のサ

ミン的世界観を肯定するものとして再構成さ

れてしまう以上,彼らの作り出す言語秩序を

更新し,新しい世界観へと導くのは原理的に

不可能であり,そこにはすでに本来のkerata

basaがもっていた,全 く新しい語義へとい

たる意味の跳躍が欠けているのである｡

私見では,サミン運動は,彼 らが wong

lugu(素朴な人間)と呼ぶ,人間の本質的な

あり方に回帰しようとする目的をもった運動

である｡こうした回帰のために性の重視や農

耕への執着という観点も生まれるわけである

が,言語秩序もまた,こうした目的のために

改変され,ちょうど農耕や性の選択がそうで

あるように,有無をいわせぬ形で,新しい,

17)例えばフーコーがレ-モン･ルーセルについて
論じているのは,正しくこうした言葉遊びによ
って,一つの語の上に開示される,互いに何の
関係もない観念の世界の出会いの場である 【フ
ーコー 1975]｡
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安定 して閉ざされた秩序のなかに押 し込まれ

るのである｡一見全 く奇矯で放噂にみえる彼

らの言語構成が,実は外的世界を徹底的に単

純化するための所作であるというのは,この

意味においてである｡

お わ り に

サミンの民の,一般に奇矯とされる言語の

構成は,単なる政治的な隠語や気紛れという

のではなくて,一貫 した思想に基づ く言語世

界の再構成である｡ ここで示 した分析はそう

した世界観のごく一部に過ぎないが,次の課

題としては,当然のことながら,こうした特

異な言語哲学をなり立たせる背景としての,

ジャワ文化におけるこうした言語の問題との

関連をみていく必要があるといえる｡ この点

で示唆的なのは, ジャワ文化 における言語

観およびサ ミンの用いる民間語源論的解釈

(keratabasa)がジャワ文化 に しめる位 置

である｡

多 くのジャワ研究家が指摘するように,ジ

ャワ文化においては,敬語の発達 したジャワ

語を正確に喋るということは非常な重要性を

もち,ゆえに言葉の問題はジャワ人にとって

自覚的な課題の一つである｡サ ミン運動が当

時のジャワ人官僚にもたらした衝撃は,誰に

対 してもくだけた日常語 (ngoko) しか話さ

ず,彼 らがこうした言語秩序を全 く破壊 して

しまったということである｡18)人間の絶対平

等主義を標傍するアダム教徒としては当然の

18)ジャワ語の階層的な構造と民族主義運動の問に
は興味深い関係があるが,こうした敬語体系を
否定し,同等の者同士が喋る時に用いられる
ngokoのみを用いようとした意識的な運動に,
イスラム同盟の指導者層によって始められた
DjawaDwipa運動というのがあり,土屋はこ
れとサミンの運動の関係を示唆している [土屋
1971:251(cf.Tjipto[1918:38])】｡また,
ジャワ語のこうした構造の歴史的生成,変容と
その意義については土屋 [1983]参照｡

ことであるが,この問題は言語と政治秩序 と

の関係でさらに論 じられるべきであろう｡

しか し,筆者にとって さらに興味深いの

は,keratabasaに典型的に示されるジャワ

的解釈学の公準のことである｡一般にジャワ

神秘主義 (kebatinan)といわれる諸流派の

なかには, こうした keratabasa による独

特の解釈学を発展させている流派が少なくな

い｡歴史的にみても,コーランをあたかもヘ

ルメス的文書として解釈することで,コーラ

ン自身のもつ言語秩序から,全 くジャワイヒさ

れた新 しい意味づけがなされ るとい うこと

がしばしば起こってお り,その極端な例 が

Gaiolocoや Dermagandulといった反イスラ

ム文献に示される,イスラム用語の徹底的な

性的解釈であろう｡19)こう した解釈 学の も

つ,外来の世界観に対する自己防衛機能と,

サミンの言語学のそれは,明らかに通 じる面

がある｡ もちろん,このことはサ ミン運動が

一般のジャワ神秘主義と同一であることは意

味 しない｡サミンの民の徹底 した二元論的世

界観 (人と衣食)は神,精霊,といった超自

然的存在を否定 しており,院想 (tapa)によ

って神との関係を確立 しようとする多 くのジ

ャワ神秘主義とは,その点で明確 に対立す

19)Andersonは,ジャワの伝統的イスラム寄宿塾
(pesantren)のイスラム教育において,しばし

ばこうした言葉遊び (pun)によってコーラン
のアラビア語がちょうどマントラのように解釈
されたことを指摘し,こうした言葉遊びが異
なる次元の認識を横断して,新しい言語一宗
教的な因果性を作り出すことを強調 している
[Anderson1966:92-94]｡また,例えば保守
系イスラム知識人である Rasjidiは,こうし
た書のなかで,イスラムの用語が kerataゎasa
によって全く新しい,性的な意味をもたらさ
れていることに驚いている｡ 例を挙げれば,
sarengat(イスラムの教えの遵守の意)は yen
sarewadinenjengat(お眠りになる時はペニ
スが勃起する)と解釈され,また Mekah(メ
ッカ)は mekakah(性交時の体位をする)と
いった具合である [Rasjidi1967:62]｡
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る｡20) また,keratabasaについても一般の

ジャワ人にとってはなぜ全てがこうも性や農

耕といったものに還元されるのか不明なので

あり,ここで述べた ｢通 じる面｣とは,かな

り抽象度の高い,いわばメタレベルにおいて

なのである｡ 日常面では,あ くまで彼 らは

｢異常｣であり,その論理の体系を明確に了

解 してはじめて,一般のジャワ文化との共通

点 もおぼろげにみえて くるのである｡

こうしたメタレベルでの共通性をもつジャ

ワ的解釈学の方法を通 じて,ジャワ文化への

新たなアプローチが試み られ るべ きで あろ

う ｡21)
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